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つ
く
り
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
１
９
９
０

年
代
以
降
の
原
子
力
利
用
や
研
究
開
発
の

停
滞
・
遅
延
の
原
因
も
こ
れ
に
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

米
国
で
は
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故

の
後
、
産
業
界
と
行
政
の
努
力
に
よ
り
新

し
い
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
、
事
故
率
は
低

減
し
、
稼
働
率
は
向
上
し
、
出
力
上
昇
も

な
さ
れ
た
。
原
子
力
発
電
の
恩
恵
が
国
民

に
届
き
、
支
持
も
高
い
。
ロ
シ
ア
も
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
ソ
連
崩
壊
の
厳
し
い

時
代
を
乗
り
越
え
て
、
新
し
い
原
子
力
利

用
の
仕
組
み
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
日

本
の
原
子
力
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
化
に
対
応

し
て
、
新
し
い
仕
組
み
を
つ
く
り
出
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
産
業
界
、
研

福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
が
経
過
す

る
。
福
島
原
発
事
故
の
収
束
と
復
興
の
努

力
が
続
い
て
い
る
が
、
ま
だ
多
く
の
方
々

が
不
自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。誠
に
申
し
訳
な
い
こ
と
で
あ
る
。

福
島
原
発
事
故
で
日
本
の
原
子
力
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
（
自
明
の
枠
組
み
）
が
大
き
く

変
化
し
た
。
ひ
と
つ
は
電
気
料
金
の
「
総

括
原
価
方
式
」
が
な
く
な
り
、
電
力
会
社

間
の
競
争
環
境
が
現
出
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
原
子
力
国
産
化
」
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
消
滅
し
、

国
際
展
開
の
必
要
性
が
出
て
き
て
い
る
点

で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
事

故
以
前
の
日
本
の
原
子
力
利
用
を
規
定
し

て
き
た
。
安
定
な
電
力
供
給
が
な
さ
れ
、

世
界
に
誇
る
軽
水
炉
の
設
計
製
造
技
術
が

究
開
発
機
関
、
大
学
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
ダ
ク
ト
（
有
用
な
成
果
物
）
を
生

み
出
す
た
め
、
自
ら
努
力
を
重
ね
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
産
業
界
の
プ
ロ
ダ
ク
ト

は
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
、
電
力
の
場
合
は

安
価
で
安
全
で
安
定
な
電
力
供
給
で
は
な

い
か
。

日
本
が
安
全
文
化
や
原
子
力
利
用
の
課

題
を
克
服
し
、
新
し
い
仕
組
み
を
つ
く
り

出
す
に
は
日
本
人
や
そ
の
組
織
の
考
え
方

や
行
動
の
特
徴
で
あ
る
協
調
性
、
依
存
性

な
ど
が
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
点
に
も
特
別
の

注
意
と
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

電
力
の
競
争
環
境
に
対
応
し
て
、
使
用

済
み
燃
料
対
策
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た

め
、
再
処
理
事
業
の
認
可
法
人
が
つ
く
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に

対
す
る
国
際
的
な
懸
念
に
応
え
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
。
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利

用
に
と
っ
て
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

に
よ
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
進
展
と
、
青
森

県
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場
と
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
工
場
の
順
調
な
稼
働
が
ま
ず
最
も
重
要

で
あ
る
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を
検
討
す
る
に

は
、
こ
れ
ら
の
稼
働
状
況
が
あ
る
程
度
明

ら
か
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
政
策
は
「
国

民
の
負
担
・
国
民
へ
の
利
便
の
還
元
」、「
政

策
と
し
て
の
成
立
性
」、「
歴
史
の
検
証
に

耐
え
る
か
」
な
ど
の
観
点
で
考
え
る
と
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

原
子
力
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
化
と

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用

寄稿

内
閣
府
原
子
力
委
員
会
委
員
長

岡 

芳
明

３
月
号
特
集「
電
力
自
由
化
で
の
再
処
理
事
情
」に
掲
載
し
た
岡
芳
明
原
子
力
委
員
会
委
員
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

つ
い
て
、岡
委
員
長
よ
り
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
に
つ
い
て
考
え
が
十
分
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
追
加
的
な
説
明
を

し
た
い
」と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。岡
委
員
長
の
寄
稿
を
掲
載
す
る
。（
編
集
部
）

お
か
・
よ
し
あ
き　

１
９
７
４
年
東
大
工
学
系
研

究
科
博
士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）、
89
年
東
大

大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
、
２
０
１
０
年
早
大

理
工
学
術
院
教
授
。
14
年
か
ら
現
職


